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効果的にお使いいただくために、本「合成光学特性計算の手引」を提供させ
ていただきます。 

合成光学特性とは弊社製品とガラスの構成体が示す光学特性のことで、関
連JIS等の基準を基に算出しています。計算値なので実測値と多少の誤差を
生じる場合もありますので、よろしくご理解のうえご使用願います。 

お使いいただく上での注意点を、簡単にまとめましたのでご一読いただきま
すようお願いいたします。 
 



http://www.3mbizcenter.jp/Login.aspx 

 はじめに 

「ＷＥＢ省エネ計算ツール」は下記URLからアクセスしてください。 

「合成光学特性計算」は、「ＷＥＢ省エネ計算ツール」の付属機能です。 

「合成光学特性計算」をするとき「ＷＥＢ省エネ計算ツール」を立ち上げてください。 



 ログオン画面 

ユーザーIDとパスワードを記入し「ログイン」
ボタンをクリックしてください。 



http://www.3mbizcenter.jp/Login.aspx 

「省エネ計算システム」をWクリックすると、 
 省エネ計算画面に移動します。 



合成光学特性計算手順 

次の順序で計算します。 
－下記赤字以外は省エネ計算と同じです。－ 
（１） ガラスの選定 
（２） フィルムの選定 
（３） 多種施工の合計計算 
（４） 物件情報の入力 
（５） お客様情報の入力 
（６） 合成光学特性出力にチェックを入れる   
（７） 計算結果画面 



（１） ガラス選定 ① 

 

ガラスメーカーが不詳の場合、（旭硝子、セントラル硝子、 
日本板硝子）の相当品で検討してください。 
 



 

①基礎データに登録されていないガラスは、「その他のメー
カー」を選び、下部の各欄にガラスの光学特性値を代入す
れば計算できます。 
②日射（吸収率+透過率+反射率）＝100になるように入れて
ください。 
③放射率不明の場合はガラス面：0.84、LowE 反射膜面：
0.1 で計算してください。 
 

（１） ガラス選定 ② 



目的とするフィルムを選んでください。 
（1種類のフィルムしか選べません。） 

（2） フィルム選定 



多種類の窓ガラスが混在している場合、あるいは違うタイプのフィルムを貼る場合、個々
の計算を合計して、総省エネ量を求めることができます。個々計算の繰り返しは「ガラス
の追加」ボタンを押してください。 

（３） 多種施工の合計計算  



方位、施工種類別に施工面積（___m2)を記入して
ください。 

（4） 物件情報の入力 ① 

合成光学特性の計算には不要の項目ですが入力
しないと先に進みません。 



（4） 物件情報の入力 ② 

空調設備に使われるエネルギー源、空調機の効
率（COP）、エネルギーの単価、基本料金等記入す

る欄です。不明の場合は標準値（初期値）で計算
されます。 
 

＜暖房時日射遮蔽考慮＞ 

日射遮蔽フィルム貼付により、冬期、暖房負荷が
増加する（マイナス省エネ効果）も考慮するとき
「考慮する」にチェックを入れます。 

夏期のピークカットを検討するとき、あるいはフィ
ルムの遮熱効果を検討するときは「考慮しない」に
チェックを入れます。 

合成光学特性の計算には不要の項目ですが入力
しないと先に進みません。 



報告書の物件名、宛名、差出人等
の記入欄です。 

（4） お客様情報の入力 



省エネ計算で計算内容の詳細説明を
貼付します。 

合成光学特性の計算結果を出力するときにチェッ
クをいれて「計算」ボタンを押します。 



「計算」ボタンを押し、計算が終了すると新し
いタブができます。タブを開くと計算結果が 
PDF形式で表示されます。 
 
（ご注意） 

新しいタブが出てこないときは、ポップアップ
ブロックがかかっていないか確認してくださ
い。 
 



（5） 計算結果画面 

複数の条件の合成光学特性計算は複数の計算
結果が列記されます。 



チェックを外し、「計算」を押すと省エネ計算結果が
表示されます（次ページ参照）。 



省エネ計算結果の表示。 



PDFの印刷・保存は計算表示画面枠の下部に出
てくるPDFツールボックスのアイコンを使用してくだ
さい。 

計算に使われた基礎値等が表示されます。 


